
阿部 信 先生の論文がPathology International（IF 3.4)に受理されました。

本研究は、脂肪分化の制御に関与するSETD5遺伝子に着目し
たものです。良性・悪性を含む脂肪性腫瘍100例を対象に
SETD5の免疫組織化学的発現を系統的に評価した結果、
SETD5の発現は良性腫瘍から悪性腫瘍（肉腫）へ進むにつれ
て高まる傾向が示されました。脱分化脂肪肉腫においては、
脱分化成分でSETD5発現の亢進がみられ、特に高発現群で全
生存期間（OS）短縮との関連が示唆されました。今後、境界
病変の補助診断や予後層別化モデルへの統合が期待されます。
（阿部）
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